
①
高
齢
の
方
が
情
報
届
か
ず
困
っ
た
と
の
声
、

具
体
的
対
策
は
②
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
位
置

づ
け
は
③
避
難
所
の
体
育
館
で
は
車
い
す
や
子
ど
も

た
ち
が
大
変
な
状
況
だ
っ
た
。福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
を

教
室
や
和
室
に
設
置
を
④
福
祉
避
難
所
の
位
置
づ
け
、

箇
所
数
、
収
容
人
数
⑤
福
祉
避
難
所
に
行
く
手
順
は

⑥
豪
雨
の
中
指
定
避
難
所
か
ら
福
祉
避
難
所
へ
移
動

す
る
の
は
危
険
、
重
度
の
方
は
事
前
に
聞
き
取
り
を

行
い
直
接
福
祉
避
難
所
へ
行
く
仕
組
み
を
要
望
す
る
。

①
ま
ず
コ
マ
ラ
ジ
85・７
メ
ガ
ヘ
ル
ツ

の
周
知
に
努
め
る

②
指
定
避
難
所
に
設
置
す
る
要
配
慮
者
に
配
慮

し
た
ス
ペ
ー
ス
③
校
舎
の
構
造
上
の
特
性
等
踏
ま
え

学
校
と
調
整
中
④
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
等
に
ケ
ア

が
行
わ
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
避
難
所
。
14
カ

所
２
７
８
９
人
⑤
避
難
所
で
要
配
慮
者
の
健
康
状
態

等
を
考
慮
、
緊
急
性
の
高
い
方
か
ら
移
送
⑥
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
及
び
福
祉
避
難
所
設
置
・
運
営
に

関
す
る
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
併
せ
総
合
的
に
検
討
。

①
避
難
勧
告
が
出
た
地
域
の
人
口
と
避
難
者
数

と
避
難
率
は
②
総
合
防
災
訓
練
で
防
災
ガ
イ
ド

や
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
を
③
車
で
の
避
難
は

ど
う
し
て
い
く
か
④
避
難
所
受
付
で
ア
レ
ル
ギ
ー
情

報
の
記
入
欄
が
な
か
っ
た
。
今
後
の
対
応
は
⑤
避
難

所
運
営
協
議
会
や
学
校
と
の
連
携
と
課
題
は
⑥
避
難

所
へ
テ
レ
ビ
設
置
を
⑦
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
満
た
す
た

め
の
課
題
は
⑧
ペ
ッ
ト
災
害
対
策
ガ
イ
ド
の
改
定
を

⑨
水
害
想
定
の
避
難
訓
練
を
来
年
度
に
行
う
べ
き
⑩

安
心
安
全
情
報
メ
ー
ル
で
事
前
の
注
意
喚
起
を
⑪
コ

マ
ラ
ジ
の
電
波
改
善
を
⑫
雨
水
管
理
総
合
計
画
作
成

メ
リ
ッ
ト
は
⑬
雨
水
管
理
総
合
計
画
を
策
定
す
べ
き

⑭
学
校
施
設
や
公
共
施
設
に
雨
水
浸
透
施
設
や
貯
留

施
設
を
作
る
べ
き
⑮
逆
流
防
止
の
た
め
、
猪
方
排
水

樋
管
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
へ
の
改
修
検
討
を
⑯
野
川

掘
削
工
事
の
着
実
な
実
施
を
都
に
要
望
を
⑰
小
河
内

ダ
ム
の
水
は
、
何
時
間
で
狛
江
に
到
達
す
る
か
⑱
多

摩
川
の
水
位
を
下
げ
る
た
め
、
小
河
内
ダ
ム
の
運
用

変
更
を
、
流
域
自
治
体
と
連
携
し
要
望
す
べ
き
。

①
対
象
１
万
８
９
０
０
人
。
避
難
者
３
９
６
６

人
、
約
21
％
②
検
討
す
る
③
市
民
の
生
命
を
優

先
す
る
観
点
か
ら
柔
軟
に
判
断
④
ア
ル
フ
ァ
化
米
の

成
分
表
示
、
ア
レ
ル
ギ
ー
シ
ー
ル
を
活
用
⑤
校
舎
の

開
場
等
が
課
題
。
校
長
等
の
待
機
を
要
請
し
、
運
営

協
議
会
と
協
議
す
る
⑥
配
置
を
検
討
⑦
ス
ペ
ー
ス
な

ど
様
々
な
制
限
⑧
整
理
す
る
⑨
検
討
し
て
い
る
⑩
取

り
組
む
⑪
放
送
局
側
も
認
識
⑫
浸
水
対
策
を
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
一
般
的
な
メ
リ
ッ

ト
⑬
原
因
究
明
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
た
上
で
有
用

性
を
研
究
す
る
⑭
原
因
究
明
委
託
の
中
で
、
実
現
可

能
な
対
策
を
検
討
⑮
原
因
究
明
委
託
の
中
で
、
対
策

の
１
つ
と
し
て
検
討
し
た
い
⑯
機
会
が
あ
る
た
び
に

要
望
し
て
い
る
⑰
算
出
は
困
難
⑱
流
域
自
治
体
、
国
、

都
と
連
携
し
減
災
に
取
り
組
む
。

台
風
19
号
を
教
訓
に
、国
や
都
と
連
携
を
強
め

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

台
風
19
号
か
ら
～
被
災
者
支
援
、情
報
伝
達
の

工
夫
、要
配
慮
者
へ
の
支
援
対
策
を

①
教
員
の
勤
務
時
間
と
実
際
の
時
間
は
②
土
・

日
も
勤
務
し
長
時
間
が
明
ら
か
、
市
の
見
解
は

③
働
き
方
改
革
目
標
「
週
当
た
り
60
時
間
を
超
え
る

教
員
を
ゼ
ロ
に
」を
か
か
げ
て
い
る
実
態
は
④
授
業・

教
材
の
準
備
、
ノ
ー
ト
確
認
、
テ
ス
ト
採
点
、
保
護

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
な
ど
は
残
業
代
が
つ
か
な
い
自

主
活
動
か
⑤
変
形
労
働
制
は
学
期
中
10
時
間
を
限
度

に
そ
の
分
を
夏
季
休
暇
に
ま
わ
す
よ
う
に
と
、
長
時

間
労
働
、
過
労
死
の
危
険
に
な
る
。
反
対
を
。

①
休
憩
時
間
を
除
き
１
日
７
時
間
45
分
、

45

30
年

10
月
調
査
で
は
全
校
平
均

10

10
時
間

10

10

30
分
②
授
業

準
備
や
校
務
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
も
応
え
る
必
要
が
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
状
況

③
自
己
申
告
に
よ
る
管
理
、
正
確
に
は
答
え
ら
れ
な

い
④
超
勤
４
項
目
に
は
当
ら
な
い
⑤
報
道
で
把
握
し

て
い
る
が
、
２
年
前
に
働
き
方
改
革
を
ス
タ
ー
ト
し

て
、
閉
庁
日
も
含
め
適
正
な
教
員
の
勤
務
体
制
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

［７］こまえ市議会だよりNo.216令和２年（2020年）２月15日

※
9

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

宮
坂
良
子

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

岡
村
し
ん

教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
は
い
の
ち
と
健
康
を

壊
す
も
の
～
増
員
で
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

劣化していったもののうち、5mm以下のサイズになったプラスチックのこ
と。

※６ トリアージ･･･患者の重症度に基づいて、治療の優先度を決定して選別を行
うこと。

※７ TSマーク…TRAFFIC SAFETY（交通安全）の略称。自転車安全整備士が
点検確認した普通自転車に貼付されるもので、このマークには傷害保険、賠
償責任保険等が付いている。

※８ スフィア基準…災害や紛争などの被災者すべてに対する人道支援活動を行
う各種機関や個人が、被災当事者であるという意識をもって現場で守るべ
き最低基準の通称。

※９ フラップゲート…河口部の防潮、河川の逆流防止のため設けられるゲート。

用語解説
※１ キッズゾーン･･･保育施設を中心に原則半径500メートル以内を対象範囲

とし、園児の散歩コース等を踏まえ、自治体が保育施設・道路管理者・警
察等と協議して設定するもの。

※２ シェアリングエコノミー…ヒト・物・サービス・乗り物・場所などを、多
くの人と共有・交換して利用する社会的な仕組み。

※３ ACP…AdvanceCarePlanningの略称。患者・家族・医療従事者の話し
合いを通じて、患者の価値観を明らかにし、今後の治療・ケアの目標等を
明確にするプロセスのこと。

※４ ICT…InformationandCommunicationTechnologyの略称。情報・
通信に関する技術の総称。

※５ マイクロプラスチック…ポイ捨てやゴミ処理施設へ輸送される過程で環境
中に出てしまい、雨等で流され最終的に海に流れ着き、紫外線や波の影響で

11
月
７
日
・
８
日
に
鹿
児
島
県
霧
島

市
で
開
催
さ
れ
た
第
81
回
全
国
都
市
問

題
会
議
に
６
人
の
議
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
防
災
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
、
大
学
教
授
に
よ
る

講
演
や
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
基
調
講
演
「
鹿
児
島
の
歴
史
か
ら

学
ぶ
防
災
の
知
恵
」

全
国
都
市
問
題
会
議
に
参
加

現
在
、
議
会
運
営
委
員
会
で
は
議
会

運
営
の
課
題
に
つい
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

11
月
11

12
日
に

11

12

22
人
の
市
議
会
議
員
全

員
で
、
多
摩
市
議
会
へ
「
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
議
会
シ
ス
テ
ム
の
導
入
｣
に
つ
い
て

研
修
に
行
き
ま
し
た
。
多
摩
市
議
会
議

員
の
方
々
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い

方
に
つ
い
て
熱
意
あ
る
説
明
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員
研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修

議
員
研
修
会会会会会会会会会会会
ををををををををををを
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催
開
催
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

し
ま
し
た

建
設
環
境
常
任
委
員
会

で
は
所
管
事
務
調
査
と
し

て
「
公
園
の
現
状
確
認
と

今
後
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

「
公
園
の
役
割
や
あ
り

方
」
に
つ
い
て
12
月
２
日

に
東
京
農
業
大
学
へ
視
察
、

１
月
14
日
に
羽
根
木
公

園
・
石
仏
公
園
・
烏
山
川

緑
道
（
世
田
谷
区
）
へ
現

地
調
査
に
行
き
ま
し
た
。

建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

建
設
環
境
常
任
委
員
会会会会会会会会会会会
所所所所所所所所所所
管管管管管管管管管管
事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務
調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査

所
管
事
務
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

で
は
所
管
事
務
調
査
と
し

て
「
豪
雨
対
策
」
に
つ
い

て
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

「
水
門
」に
つ
い
て
、１

月
14
日
に
京
浜
河
川
事
務

所
へ
視
察
、
29
日
に
六
郷

排
水
樋
管
及
び
猪
方
排
水

樋
管
へ
現
地
調
査
に
行
き

ま
し
た
。

総総総総総総総総総総
務務務務務務務務務務
文文文文文文文文文文
教教教教教教教教教教
常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

総
務
文
教
常
任
委
員
会会会会会会会会会会会
所所所所所所所所所所
管管管管管管管管管管
事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務
調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査

所
管
事
務
調
査

社
会
常
任
委
員
会
で
は

所
管
事
務
調
査
と
し
て

「
産
業
振
興
」
に
つ
い
て

を
調
査
し
て
い
ま
す
。

10
月
10

18
日
及
び

10

18

11
月

25
日
に
「
各
商
店
会
の
現

状
と
課
題
」
に
つ
い
て
を

調
査
す
る
た
め
現
地
調
査

へ
、
１
月
21
日
に
国
立
市

へ
行
政
視
察
に
行
き
ま
し

た
。 社社社社社社社社社社

会会会会会会会会会会
常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

社
会
常
任
委
員
会会会会会会会会会会会
所所所所所所所所所所
管管管管管管管管管管
事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務
調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査

所
管
事
務
調
査

※
8

（国土交通省京浜河川事務所（国土交通省京浜河川事務所））（国立市議会議場（国立市議会議場））

（霧島市国分体育館（霧島市国分体育館）） （多摩市議会議場）

（世田谷区立羽根木公園（世田谷区立羽根木公園））


